の リ に 高 時 
ンジ DE る と 棚 め て 
いた だ A 志 キイ ラ を 登場 やせ る ご と に な うた 。 他 の 科 * ラ 6、 ジ 


ロン の イメ ー ジ が 同 ま る ど 同 時 に まぐ く 自 然 に 決ま づ で わた 
【 つ うと 湯 ルル づ ゴ つう 」』 ロ 2495 う / 朋 90 り メニ ルル /) [kd 
は な くき きち と じ た デ ッ サ ン を ふま 玩 た デフ ォ ル ヌメ < あ る 吉 
が 、 本 竹 キ ャ ラ の 大 き な 艇 力 に な っ て る 天 な お 記 お 遊び 的 な 
要素 の 強い 作品 の 性 格 上 、 本 作 の スタ ウ ア 等 が モデ リル! こなつ 
た キャ ラク ター も 多数 登場 し て いる 。 
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つま ど め # 本 多英 を う 
試 り イ クセ ンド に 支配 され 
で だ ララ の 望 史 を 大 きく 守 
と を ルリ スラ (Cx9 5K イ /kqd 
す が 有 れ は 修 の お 楽し み 、 
















= 釧 で 失い: 科 を 幼い だ も の 


防 切 を お 媒 様 。 
は 理 息 現実 は 





の 2:Px42 と ヨ 
設け の 名 
1 に) | 


定 て みた まで は ま よかっ た が 、 
役 の 連合 は 天 き く 肥 わり 
ます 交易 商 入 の 父 釧 を 岳 : 


の : ジ ロジ の ドジ パチ の お か 
げ で アイ アジ ギア ー ほ いつ . 
し が イア ゼ シト の お た ず ね 者 


【 ゴ | ニル 49 た テッ 2 


に 。 彼女 の 心 は 久 玉 ます が 。 / V 









まい : ジ ロジ と 旅 を と 
する と と に な うた も の 
の 請 了 チビ ほ 何 か ど ケン き 5 
放ち 多く ジロ ン を 之 る か 
の さや あて も 日 環 し に 埋 。/ 
す ば が か りほ 物 だ だ あげ く 、 
詞 証 辺 コ ァ ン . テ ァ ー を / 2 
に 1 し 人 7/) (コロ レン 滑 
コウ ココス. 








と じ た 性 格 計時 に は ジロ ン 
4 72 て レ て と エゴ ゴブ < ビ 】 
て あり ます 。 で も 素 碧 は 多 
に も ノエ ま 4- シ さる < テコ 
時 も いろ いろ ある 旨 第 代わ 
り の ラグ を 二 徐 じ て い る 。 








カー ゴー 家 の ガ ー ド マン : で も 気分 は 王 チ の 用語 
株 放 つて エル チ に 拾わ れ た 、 そ の 皿 IE 報 


了 チ が から は ほ サ ジ ド バッ ク 代 れ ( 





ド 2 と いう だ け で 。 彼 の 不運 
さ が お が る 記 ホ ニラ に は い 
あゆ いろ と 不満 を 抱い て いる 
が . 彼 に 付き 従って EE きる が . 
その 定め 。 せ っ か くい い 克 
つと 997 9)」 1 











の り の ザジ アク ル を ( 
2 ロジ (に 宇 わ が 出 同 コト セッ トメ ム マ 
の の フイ アジ ンー 
枯 を 迄 け < ヲ 委 が 
要 名 は エル チ の 手 で 。 リ ッ ク な ー 面 が cm 2 
の ホ の | に て 行わ れ た と る る. 員 の 分 呈 に 人 和 語 記 上 
だ スンニ で て > が 放 ち 設 5 謗 19 
話 で は 乏 記 て 吉 の 大 原 を 好 


と と ウル ンマ 月 3 
胃 沈 れ 者 の 医者 。 右 碗 を 呈 折 し た ジロ ジ が ョ ァ グ た ちい に 連 
れ て こち れ た の が 出会い の 始ま り 衣 和 を 上 語 も 放 す ご と 
| が な い が . 子 の 胸 は 確 イア ジン: ギア ー に カ を .。 
= ピス 1 中 と) ご っ 人 











長 。 エ ル チ の 
鶴 2 ラ な ど を や 


” 頭 り 子 の ひと り ョ 克 主 と は 正 反 
対 の 女 丈 夫 だ が 意外 に 従順 。 
二 鹿 ち 早 < アイ アン - ギ アー を 抜 
| と 3%9 づ :: ビ xr 9 うれ | 
コチ) 介 : エラ ラゴス サコ 
手伝っ た りす る と と も : 





り 子 た ち 。 ルル は 巨乳 て つも 重 が 前 | 
) プ ロボ ーション の 持ち 主 。 そ じ て ま キキ は 実は 
ンー 


ウト が は み 出 P て 0 








玩 まで 
や 邊 いか けち れ て ウン サリ 

その シブ い 苑 力 で キメ た い . 

と と ろ で すみ が 5 どうも 今 ひ と 

に は な れ な いよ う 

で 。 P ポ イシ ント で 一度 は ジロ 

ン の 手 に か か つて 死ん だ と . 











が ん ば っ て いる ロッ クマ ン 
キキ リン グ の バザー て 示 


を 受け 、 共 を 宮 わ れこ 
役 さ れる の 導 
(セル テ が ザイ ラー 
に 履 わ た ジロ ン の 前 
拓 工 し を する と いう 
齋 も あっ だ 彰 2 















昔 前 の ロッ クマ ン な ち 
つた と いう 有名 な ロウ 半 
レ ろ | と 教え る な 認 ジ 
/ の 
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ュ う に : (kr の - と )/= 








その た びに ジロ ン に ジャ マク キン 2 
され る ハメ に =『 乗 つて いた 【 ぐ 二 (。 = 
ウォ ョ カニ マシ ン に 自分 の EE コイ 


ラン ドジ ウブ が 溢 突 て 昇 
天 する な ど 、 最 接 ま で 遥 が 
な か っ た 人 第 4 ご 6 話 。 











ジ 閑 の 染 国 に 住む 家族 を 


絆 の 染 国 に 家族 を 
デン 詩 ら トラ ン に 末 さ れ 。 た つた ひと り で 生き 
2 (し | ズ の る 5 も 代 じ よう と せ ず 3 て き 
の AM ジロン た ち も 敵 と 見 な す 。 後に その 

(@ 亡 人 誰 放 も 用 ける も の の 、 ウ ォ ー カ ー 朗 
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/ お) ジ に 住持 け られ て い 


/ 過 / | 、 玩 gh> 
/ 32 と) お 





1 ニン ルン ルッ ンク 
運び 峡 の 中 で も 超大 物 。 な の に ティ ララ 
に そそ の か され て : ア イア ン : ギ アー を 寿 
の っ た の が 政 周 の 始 まり 』 自 分 だ けが 選 
に 入れ た と 思う で いた だ 新 其 器 ボ タン 砲 は 
アイ アン . ギ アー に も 装備 さ 





の 直撃 を 受け て 死亡 し た 。 


ンク だ と も に 靖 注 れ : 第 
33 話 で ジロ ン た ちと 再会 。 
拉 半 ほ レ キュ ラー と な っ 
活躍 いた じ ま す が . チ れ は 
接 半 の お 楽し み 。 第 9 話 。 












政官 。 ジ ロン た ちの 登場 に 
ル う 1 り 寺 - す す ミ 3 5: 
ジロ ン た ち に ボ ゴ イジ ト を 


ン 同 王 を 臣 わ せる どす 
いう ラビ エル の や り 方 
に 不満 を 抱き 3 や が 
て 転属 類 い を 提出 
上 さっさと ビエ ル の 
に (1 コレ プペ バッ) メ コ 
な っ て し まっ た 要領 の 。、 
いい 男 。 第 12 話 ご 。 












を 撃 する 。 ハナ ワン 族 ほ 、 イ アセ ジ ト に 作ら れ | 
炎 第 2 号 。 第 15 ご 17 話 。 
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フン ミト 


の 放 巡 
アイ アシ: ギア ー に 光 入 し : 
彼女 は ジロ ン の 優 U き 
ポラ に た 
上:(k rd9 コ ソレ スコ 
め さ せ る だ め に プロ ボ ビ 。 
(ソナ ゴゴ は - さ う - を が 

に する 。 第 157 話 








エル コン ドル 
ルド ラド を 写る 哲 主 の 息子 。 航 の 交 が イノ セ 
志 に 刃 向かっ て その 軸 恵 を 受け ジ れ な くみ づ 
め 、 住 民 は 彼 に 導 碗 い 。 家出 じ て き た エル 

彼 に 首 っ だ け に な る も の の 設 の 志 は 揚 
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四 上 し た て 贅 東 
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と いう 。 後半 再 登場 。 ジロ t K ) 
ピラ ゴ コ ス CK どん フク 上 





シル タコ ) そ (時 コノ ル 4 ビィ ココ 
も に 艦隊 昔 を 仕掛 ける 包 政 れ 還 つ い に 
は イノ セン ト に ラン ドジ ヲ ウ ワ を 前 借り し 


シリ た 


プラス クジ の 生 過 市 還 
の 連 び 屋 必 ある 計 ? の 7』。 
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うら とじ まり 7 
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メイ 

スニ レ ルス 2 ガソリン で 動く ロボ ッ ト と 
(うば し 3 させ ゴコロ: の か.BSIY 
くる メカ は 、 大 な り 小 な りす べ て 道上 

それ 故に 、 主 役 メ カ が 2 クー ル で ズ 

も 可能 と な っ た の だ ろう 。 





ン 。 

42 の うち 1 は 
と 5 う 1 台 は ラグ 、 
2 
還 に 穫 力 を 失っ た 
まま 数 々 の 戦 園 を くぐり 抜 
けた が 、 カ ラス と の 戦い で 
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く の 杜 ウ ク マジ 8 SS 


れ て お り 、 ジ ロン の グ 
2 アン 


の タイ ブ プ を 便 


4= レ ルル と と と ん ノレ さ ルレ / 
ォ オー カー マシ ン 。 機動 性 に 
は ( 半 | イ ル ]…k ル / 人 ココ 
ム 液 で 疫 を 焼き 尽く す 。 ホ 
る 近 距 離 飛行 も 可 
タ や グロ ッ キ ー な 








動け 朗 く な る と と も で 2 
多い ギャラ レ ウラ ト が 
使用 じ て い た 。 











を k と シル: セ ュ ッ ルン) 
ドス スト コウ 























ITYT ED 
レル ルク ーー 縛 共 2 ン / 


タツ アコ プロ を 経て 、1976 年 中 村 光 芝 氏 と と も に メカ マン を 

| i 立 在 ほ フリ ー。 サ ン ラ イズ 作品 は | 無 届 軸 イ ター ン 3] 

の 7 と な 
る の 人 動 二 ガン ダム | で も ヌ ガ テ ザイ ジ を 担当 し た が 、 2 
ここ で 手がけ だ だ モ ピ ルス ー ツ の 数 々 は 従来 の ロボ ッ ド デザ 
イン を す 新 新 な ちの と し て 注目 を 梁 び E の 後 の ア ニ メ の 
メカ デザ イン に 与え た 影響 は 計り 知れ な いも の が ある 。 放 果 
か 5 ら 20 年 以上 経っ た 今 で も な お 、 新 た な ジ シリーズ を 家出 きせ 
新た な ファ ン を 生み 出し て いる と りう 事 央 は 記 ラ タム 及び 
ビル スー ツ と いう も の が 持つ キャ ラク タ 性 が 記 か に 抜き 
出 た も の で あう た か の 証明 に な っ て (の 計 宮野 作品 は 最新 作 

[ガン タダ] に も 参加 』 








出渕 裕 

才 肖 汽 夫 監 上 に 見 出さ [ 賠 持 ダイ モス |1978 年 で デビ 
ー。 | 奈 雪 ロ ボ トラ イタ ーG7 1980 年 [最強 用 イオ ー. 
ジャ 981 和 H で 手がけ た 数 多く の や ち れ メカ は 、 プ チヌ カ の 
妥 称 で 替 じ まれ る 。 本 作 が 宮野 臣 夫 品 の 菅 参加 で 。 そ の 
ユニーク な ウォーカー マシ ジン の 数 を は 52 フィ ルム な の 中 で も 確か 
な 存在 感 を 更 押 し て いる 続け | 型 士 ダン バイン 」 は 983 年 
. で 6 請 牧 2): ダ ラバ イン 百 を 除く ほとん どの スカ デザ イン を 
担当 | 機動 吾 士 カン ダム 。 衣 展 の シャ ア 」 は 988 年 で は < 初め 
て ガン タダ な の デザ イジ を 手がけ た = 現在 も 、 ヌ カ デ ザ イジ を 中 
の に セキ ラク ダー デザ イラ コス テ 放 記 サイ ラ ま で 価 広い 
デザ イジ, クリ エー ショ ン に 関 ラ て いる 
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3 ンク ョ レ 

還 ウ ォ ー カ ー タ ンカ ー 
ガソリン 祖 絡 用 の 柳 。 足 が 6 本 ある と いう ラ ユ ニーク な 形状 を じ 
て いる が これ は 坊 れ 地 を 移動 で きる た め の も の 、 ガワ リン ほじ 
さ に 、 ジ ロン た を 7 て の 2 ググ 人 だ 2 が ジ 
れ は ホー ラ の 長 だ っ た 』 
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ネバ パーク レーン 
レス リル ルル /】 お よさ コ 伺 [| 
に (と マニ レル ルル // ル シコ 
ル の 修理 を 行 つて いた 時 に 使 


用 て の 泡 ま 








ホバー ジー プ 
シ ピ リア ン が 使用 じ て び る 、 
|2 と / ル ア 
乗り 月 束 器 や サー チラ イト 
詩 を 取り 付け る て と も 可能 
















